
津軽平野の地形について

(特 K弘前盆地の洪積台地を中心 K して)

小野寺光彦

く 1>はじめに

津軽平野南部。弘前盆地には， 1Ia:中心にした搾接地と山地との簡に洪積台地が広くみ

られゐほか，扇状地や海岸設丘さらに，各河)IIVClおっ℃自然、堤防が数多くみられる。

，ζ0縛経平野南部の弘前盆よ訟の地形むうち主主ζ台捕につい℃調査し，これを分類し

一ζみた。 して合わせ℃空中写J誌を剰用した。

く主〉台地地形

弘前盆地西部の岩木山麓には，標高 17m-6号mv洪積台地と患われゐ起伏広富んだ丘竣

し、同様心地形は余地南部氏もみられる。ま売盆地東部。浪岡。黒石。

も同様洪議台地がみられる。

こoょうK弘蔀盆地Kむいては台地辻、全般的K見らιるので曲部 e書部。東部・

書東部。五地域K分けて考裂してみ売。本来左らば、面白高装。面白{頃斜。起決。平担J斑・調

析蹴・上下面の入り組み等を検討すべきであるがここでは瑚ω高度。

場合比・空中写真による判読結果を利用した。
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(1) 弘前盆地蕗部地域

ζ心地域は大都川と岩木JIIVCかとまれた地域で台地面は大きく 2

とf丘笹台地面である。

40血-60mで関析がき愛しし

ている陀すき、左レlO露頭断面は上部から部褐色ローム。赤褐色J風化様・

札る。す左わち

て〉

。自色

建

シノレト。浮石・粘土。青灰艶硬砂。粘土・シノレトとなっている。高位面は謡井草次郎氏 (19

6 0)むいう黄金山層と接していてるそω亙ラ子は場確ではないが傾斜変換点及び空中写真で判

読し走。

しくも沖f兵士也氏向かい緩傾針20忠--38mである。

を却し、標高30m と‘ 2令部訴後。面がみられる。沖積地との比高は北部では少ま

〈土地利用Kよってわかる程変であゐが講話ではも 1 ill-2mぐらいである。

ローム・茶議色風化味。黄渇色シノレト

低位語。問題点K船沢地広がある。

と左っている。

(1965)VCよると扇状維となっていゐが
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M'しる、誌位台地語と判断したり折室長長婚の主義頭新耐岱L茶禍色ロームJ露.)晶化しfr:.編

様卦よびiや保が含ま礼た音像 となっている。

(ロ)

西はf-s河川

1 2 0 illi!，乙比んでいふ。これ

でで、 110m-
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この地域をむK区分した。すなわち、

く才2図〉高位台地面・中位台地面。低位台地

(rt>' (f>") 

1"''') 

面である。

高位台地面は標高80 m--1 2 0 

皿程度で、西部は平担で緩傾斜をし

ている。東部Kは笹森山.・一本 去高
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地左ど起伏K富んだ小丘陵があるυ土

淵川・旧土:淵川は、標高150 m付

近まで闘析谷をつくって卦りか左り

い
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。侵蝕が進んでいる。露頭は比較的

少ないが、表土。浮石質砂層。黄白

色粘土質砂・ 灰色シゾレト・暗灰色粘

J. 土のj願序になっている。

J 

手

上

中位台地面は標高60m付近から

80皿付近まで分布している。 緩傾

i頃斜変換点ば樹木町ー逢口.斜であD、

(io-り才岨中学佼前。弘盛橋西方300皿

私4に@

t 

/。

の地点等Kみられる。長勝寺南方の

山観音寺(J.:J(j)る面もこれである。露

頭断面は‘赤褐色ロームj膏 U 浮石質

砂層(この中Kは風化した礎石が多数含まれる)黄褐色砂層となってくる。堀越村ω奥野を南

函弘前駅付近Kも同様。露頭断面がみられる。

低位台地面は、標高 40 ffi__ 6 0 mであり‘弘前市街地をのせて最も広く分布しているもの

である。沖積地との境界は、 長勝寺から、弘前公園。中央高校裏側と続く急、崖で約3ffi-l 0 

限とする晶状の台地や、

皿と東K向かい低下している。この急崖は笹訴町東照宮を通り百石町西方、 かくはデパートか、
h a 

ら大円寺付近へと続いている。

この南部地域K於る問題点は、常盤坂K交換点をもち、配水場 。唐無坂南西地区K分布する

リンゴ公園付近の露頭からはロームj吾の下K紫蘇輝石安山岩がで小丘状ω地形の存在である。

る。叉記水場下の露頭でもロームj露。角傑安山岩・その下に鳴沢層と思われる砂際層 ・黄白色

この地l茎をどう l正分するかは今後の問題である。
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シルトがみら，孔る。



弘前盆地北東部地域十4

ζ0北東部地域は浪岡付近を中心とする標高30m-.るomV<:分布し、岩井裁彦氏 (196
i' L 
a 

5) V<:よ長麗状地と報告さttていた。と0台地は搾積地K向設い比較的緩傾斜である。露頭断偲
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ム屠・砂と嫌。友j露，とな金水平に堆殺しておω久むしろ麗状地主設も洪積台ロ部は上からも

られる。現在。設問町は河禅段丘か台地0低位i面と考えられるが抵位台地面と考えて地

まい。も

弘前盆地東部地域村

黒石付近を中心とする恋心地域は、標高35訟.......1 1 0思托分布レ技瀬詰111V<:開析された

している (19る5)Q 一調査の結果筆者は扇状地地形を示すO 岩井武李成は時析麗状地と

60 

3 0怨ゐ 60m)である。

高位富は牡丹平K顕著Kみられる.もめで小さな平担寵が残っ合連1.:JI亡すさまい。中位面は出地

中企画80 m-90 m)もと0地域を3つの地形面K分けた。すまわ

瓜.......80 m)、立三位面

いる。ローム層の下は砂と採ω互j議で高位茜と。ザンゴK面した所に分布し、

比高は1m-2mでるる。

低位前は累荷台地では最も拡く分布し、北部。黒石市をむせゐ標高36 m--5 5 mCl)面と、

期部ω尾上町をのせる標高30 m_ 70 mlD面広2分される。浅瀬若J1!Cl)護諒によって彩成さ

れた東路V<:j長ゐ急躍が北部では4ID-l 0血、構部では 1ID__ 8 IDCl)比高をもって存主する。

となっていムj寝・砂と磁の水平立j轟‘際膚・ロ露頭断面は黒吾北方。十J11付近で、

弘前盆地調東部地域作j

とするとの南東部地j或は標高50 m_  1 0 0 mCl)地域に分蒋し‘尾崎村を中尾崎付近を

ローム層の下VC3ID-.1 5 心にしてJrlCl)侵蝕を強く受付先台地状心地形を示す。

ー

訟の厚ざまも叫学石謙治み抗Lる。とれは寸4日間八昭国系りも心でJ11v<:よって通鑑、持増穣された

ものと考えられる。

者

〈蓋〉低地地影

津軽平野は期北K縮長く 0びもそり中を岩木川が北流しているが津軽平野南部では各河川沿

付近K各種。地形がみられる。

弘前盆地帯部には大和沢JIIによる扇状地があ夕、清水森。門外。大清水等K講水帯がるD‘ 

議酉はすンブ閣は科思されている。又も j日大和沢民よる溺状地が弘諮市街地に発達していると

出岩木JlI忠、われるが調査不忌のため薙かめられまかった。盆地高西部。大諸水部器付近Kはる

一品一



によるとe思がLる扇状地がみられる。標高は40皿-50皿K及んでいて、大清水、派立。2つ

。葡結中心。高ま 9(1.)間ttL1皿弱。急、崖をもち、全体として小丘陵状をなしている。一町田・

二本松部落付近は湧水帯と左 b、露頭は左いが水田中K多〈分布する礁から推定して屠伏地と

考えられる。又盆地東部。黒石北方Kは、本郷・三島・上十川等の各音障をのせている小さ左

扇状地がみられる。

次K自然堤防であるが各河川付近の集落地区はリンゴ畑、歳菜畑としてみられる。特K藤崎・

板柳町周辺Kは数列Kわたってみられる。
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下湯口・悪戸等Kみられるほか浅瀬河岸段丘は岩木川治岸。地形、紙漉沢・下五所・五所

石川お岸Kもみられる。

く血>孝子わtvc

津軽平野南部。弘前盆地K卦ける地形は、洪積台地を中心K扇状地・自然堤防・河岸段丘左

どがみられるが今回は台地面。区分だけに終ってしまった。そο他白地形Kついては今後。問

左卦文中。露頭断面は柱状地(才2図)VLまとめ番号を地形学図(才 l図)(1.)番題としfヒい、

号K一致させた。
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